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1次元電子系、2次元電子系、ディラック電子など、半導体・絶縁体表面層及び吸着
層では、特異な電子状態が形成する。これら表面・薄膜系では原子吸着やバルクへの
原子ドーピングに伴って相転移を起こすなど、その量子物性は著しく変化する。特
に金属系ではフェルミ面のトポロジー変化として光電子分光フェルミ面マッピング
や電気伝導測定で観測される [1,2]。本講演では表面上の単原子層・超薄膜に閉じ込
められた電子系について、そのフェルミ面のトポロジー制御について総括的に解説
する。また本グループで立ち上げた新しい時間分解光電子分光システム [3]を紹介す
ると共に本テーマの今後の展望について議論する。
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○今後の予定 :

夏学期の物性セミナーの予定は下記のWEBページで公開しております．
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